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研究成果の概要（和文）：本研究では，研究代表者らが研究を進めてきた日本文化データベースの言語横断レコ
ード同定技術を基盤とし，日本語で記述されたデータベースに対するバイリンガル検索技術，ディジタルアーカ
イブに対するグラフベースの情報推薦技術，蔵書印および落款印の文字認識および画像認識技術の各技術を統合
することにより，日本のみならず世界に散在する日本文化ディジタルアーカイブに対する統合的な多言語情報ア
クセス環境を実現することを目指して研究を行った．その成果として，各技術について国際ジャーナルに論文が
掲載され，また一部の技術については実稼働する日本文化ディジタルアーカイブに機能が搭載され，当初の目的
を達成することができた．

研究成果の概要（英文）：This research is aimed at realizing an integrated multilingual information 
access environment for Japanese cultural digital archives that are hosted not only in Japan but also
 around the world. The research is based on the cross-language record linkage technology for 
Japanese cultural databases that has been developed by the principal investigator and collaborators,
 and it integrates the bilingual information retrieval technology for databases written in Japanese,
 the graph-based information recommendation technology for digital archives, and the character and 
image recognition of ownership and rakkan seals. As the result of the research, international 
journal papers have been published for each technology, and some of the technologies have been 
integrated into publicly open and working Japanese cultural digital archives, thus achieving our 
initial goal.

研究分野：人文情報学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果により，世界中に散在する人文系ディジタルアーカイブへの統合アクセスが可能となる．また，日
本文化ディジタルアーカイブに対する海外の日本研究者からの容易な情報アクセスを支援する環境が実現する．
これらより，これまでの人文系研究のように特定の分野や言語に閉じることなく，これらの壁を越えた，従来の
人文学研究の方法論にとらわれない新たな研究手法への発展が期待でき，人文系研究の進展に貢献できると考え
ている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年，国内外の図書館・博物館・美術館・文書館などにおいて，資料のディジタル化および公
開が進んでいる．これらは，通常は各機関が個別にディジタルアーカイブとして公開を行ってお
り，データベースによってユーザインタフェース，提供言語，メタデータスキーマなどが異なる
のが通常であり，そのままでは統合利用は困難なのが現状である．一部では標準的なメタデータ
スキーマ（たとえば Dublin Core，CIDOC/CRM など）の適用も見られるが，現状では有効に
活用されているとは言い難い． 
複数ディジタルアーカイブの統合利用を可能としたシステムとして，人間文化研究機構の研
究資源共有化システムや，国立国会図書館サーチ，Europeanaなどがこれまでに存在し，2019
年 2月にはジャパンサーチ（試験版）が公開されるなど，統合利用の環境が整いつつある．しか
し，これらは基本的に，事前に統合システム側でメタデータを収集する「ハーベスティング」も
しくは横断検索のための登録作業が必要であり，多大な人的コストを要するのが現状である． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，研究代表者が 2016〜2019 年度に行った科学研究費補助金 基盤研究（C）「多言
語ディジタルアーカイブにおける言語横断レコード同定手法の研究」において新たに確立した，
日本文化データベースの言語横断レコード同定技術を基盤とする． 
また，研究代表者が研究分担者として 2015〜2017年度に参加した国文学研究資料館 研究開
発系共同研究「新古典籍総合目録データベース」のマルチリンガル化対応のための基礎研究」に
おいて確立した，日本語で記述されたデータベースに対するバイリンガル検索技術を組み込む
ことにより，日本文化ディジタルアーカイブに対する海外の日本研究者からの容易な情報アク
セスを支援する環境を構築する．  
また，研究代表者が研究協力者と進めている，日本文化ディジタルアーカイブに対するグラフ
ベースの情報推薦技術を用いることにより，日本文化の専門家のみならず初学者および一般の
利用者に対しても，それぞれの目的に合った資料の発見を支援する環境を構築する．  
さらに，研究代表者が研究協力者と進めている，蔵書印および落款印の文字認識および画像認
識技術を応用することにより，日本文化資料にしばしば付される，古典籍などにおける収集機関
の蔵書印および絵画や書などにおける作者の落款印や花押の情報を活用することで，これらの
情報から得られる資料間に存在する潜在的な関係，さらには資料作者および資料収集者間の人
的関係を明らかにし，近世・近代における日本の文化人ネットワークの分析を可能とする環境を
構築する． 
最終的には，これらの各技術を統合することにより，日本のみならず世界に散在する日本文化
ディジタルアーカイブに対する統合的な多言語情報アクセス環境を実現することを目指した． 
 
３．研究の方法 
 
本研究では，これまで実現されていなかった日本文化ディジタルアーカイブに対する多面的
かつ統合的な多言語情報アクセス環境を実現するため，主に以下の研究を行った． 
 
（1）日本文化データベースの言語横断レコード同定技術 
 
本研究は，世界の美術館，博物館，研究機関等で公開されている浮世絵データベースを対象と
して，メタデータが記述されている言語が異なっていても，同一の浮世絵作品のレコードを発見
することを目的としている．同一言語で記述されたメタデータを対象として同一レコードを発
見する技術は，レコード同定技術として古くから研究されているが，異なる言語を対象とした言
語横断レコード同定は，研究代表者らが考案した独自の技術である． 
言語横断レコード同定を実現するには，作品名などのメタデータ項目について，異なる言語間
でのマッチングを行う必要があるが，海外の浮世絵データベースおける翻訳された作品名と，日
本語による元の作品名のマッチングは容易ではない． 
本研究では，まず，固有名詞の抽出および翻字を行うことにより，マッチングにおいて重要と
なる固有名詞の抽出精度を向上する手法を提案した．また，単語の意味のベクトル表現である単
語分散表現を用いることで，メタデータ項目の意味的マッチングを行う手法を提案した．さらに，
各言語の単語分散表現におけるベクトル空間のマッピングを学習することにより，翻訳手法に
一切依存せずに異なる言語間でのメタデータの類似度を測る手法を提案した． 
 
（2）日本文化ディジタルアーカイブに対するバイリンガル検索技術 
 



本研究では，立命館大学アート・リサーチセンター（ARC）が提供する各種日本文化資源のデ
ータベースに対して，日英の二言語による横断検索システムの実現を目指して研究を行った． 
本システムの特徴の一つは，事前にメタデータを収集するのではなく，検索時にリアルタイム
で各データベースにアクセスし，検索結果を動的に統合して表示する点にある．これにより，デ
ータベースの更新に対してタイムラグが発生せず，常に最新の情報を検索することが可能とな
った．また，データベース毎に異なるメタデータ項目を Dublin Core に基づく主要なメタデータ
にマッピングすることで，検索結果の統合表示を容易にした． 
また，バイリンガル検索の機能として，専門用語辞書を用いた問合せ翻訳により，英語による
問合せで日本語のメタデータを検索する言語横断検索の機能を実現した．さらに，日本語に不慣
れな利用者による検索を容易にするために，日本語の形態素解析器および専門用語辞書により，
日本語表記のメタデータからローマ字表記を自動生成して利用者に提示する機能を実現した． 
本システムにより，複数データベースを一つの問合せで一度に検索することができ，さらに日
本語でメタデータが記述されたデータベースに対して日英二言語での検索が可能となった． 
 
（3）日本文化ディジタルアーカイブに対するグラフベースの情報推薦技術 
 
既存の人文系データベースでは，検索機能はほぼすべてに実装されているが，情報推薦の機能
を実装しているものは少ない．本研究では，多様な浮世絵データベースの利用者のニーズに応え
るため，また，浮世絵データベースのさらなる有効活用を目指して，浮世絵データベースに対し
て情報推薦技術を適用する研究を行った． 
本研究では，ARC 浮世絵ポータルデータベースのメタデータおよびアクセスログデータから，
利用者と作品間の関係を示すグラフを構築し，これを基に推薦を行う手法を提案した． 
構築したグラフから，リンク予測と呼ばれる手法を用いることで，利用者と作品間の潜在的な
関係を推測することができる．これにより，ある利用者がある作品を好むかどうかを推測し，利
用者が好むと思われる作品を推薦することが可能となった． 
 
（4）蔵書印および落款の文字認識に基づく資料間・収集者間の関係分析技術 
 
浮世絵作品には，しばしば絵師の落款印が捺されていることがある．これらには文字だけでな
く図案が含まれる場合もあり，その解読は必ずしも容易ではない．本研究では，肉筆の浮世絵を
主な対象として，落款印全体の検索および落款印中の各文字の検索の実現を目指して研究を行
った． 
落款印全体の検索では，落款印のデータベースとして「大日本書画名家大鑑 〈落款印譜編〉，
荒木矩著，第一書房（1934）」を用い，ARC 浮世絵ポータルデータベースに含まれる浮世絵の落
款印を入力として検索を行うシステムを実装した．落款印中の各文字の検索では，まず文字領域
の自動抽出を行い，次に抽出された各文字について文字認識を行う手法を提案した．  
 
４．研究成果 
 
（1）日本文化データベースの言語横断レコード同定技術 
 
言語横断型の単語分散表現を用いて機械翻訳に依存せずに異言語の浮世絵ディジタルアーカ
イブから同一作品を同定する手法について，言語横断型の単語分散表現に日本語特有の情報を
用いることで精度を向上する手法を開発した．また，浮世絵を対象として，日英に加え新たに日
本語とオランダ語間を対象とした実験を行い，日英言語間と同等の精度で言語横断レコード同
定が可能であることを実証した． 
さらに，言語横断型の単語分散表現に日本語特有の情報を用いることで分散表現のマッピン
グ精度を向上する手法を提案し，Bilingual Lexicon Induction タスクにおいて特に日本語由来
の単語について精度が向上することを実証した．本手法に関して，International Journal of 
Asian Language Processing に論文が掲載された． 
 
（2）日本文化ディジタルアーカイブに対するバイリンガル検索技術 
 
本研究で実現したバイリンガル検索システムは，立命館大学アート・リサーチセンター（ARC）
の ARC ポータルデータベースの横断検索システム，ARC 所蔵資料公開データベースの横断検索シ
ステムとして，それぞれ一般に公開した． 
また，日本文化ディジタルアーカイブに対する表現学習を用いた情報検索技術について研究
を行い，色情報および構造情報を用いたクロスモーダル表現学習に基づく画像検索手法を提案
した．英語による曖昧な言葉で表現された色のテキスト情報を用いることで，より人間の感覚に
適応した新たな画像検索機能を実現した．本手法に関して，国際ジャーナル Future Internet に
論文が掲載された． 
 
（3）日本文化ディジタルアーカイブに対するグラフベースの情報推薦技術 



 
浮世絵ディジタルアーカイブを対象とした，アクセスログからのリンク予測に基づくグラフ
ベースの情報推薦システムを構築した．また，従来のアクセスログおよびメタデータに加え，画
像特徴を用いた情報推薦システムを構築し，実稼働している浮世絵ディジタルアーカイブに実
装した．ARC 浮世絵ポータルデータベースのアクセスログに基づくクエリ推薦手法の研究に関し
て，国際ジャーナル Applied Sciences に論文が掲載された． 
 
（4）蔵書印および落款の文字認識に基づく資料間・収集者間の関係分析技術 
 
浮世絵画像にしばしば捺される落款印および古典籍に捺される蔵書印に対して文字認識を行
い，これらの情報から得られる資料間に存在する潜在的な関係や資料作者および資料収集者間
の人的関係を明らかにし，近世・近代における日本の文化人ネットワークの分析を行う技術を開
発した．これにより，落款印や蔵書印の情報を基に，浮世絵や古典籍の資料間に存在する潜在的
な関係や資料作者および資料収集者間の人的関係を分析する新たな手法を提案した．本手法に
関して，Journal of Data Mining and Digital Humanities に論文が掲載された． 
また，印鑑画像を対象とした教師無し学習に基づく検索手法および文字セグメンテーション
手法を提案し，印鑑特有の有効な特徴を明らかにした．また，単一事例表現学習に基づく古代文
字認識手法を提案し，各文字に対して単一あるいは少数の字形データしか入手できない文字体
系に対して，有効なデータ拡張手法および学習手法を提案した．本手法に関して，国際ジャーナ
ル Data に論文が掲載された． 
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